
本学附属学術情報センター展示館リニューアルオープン
　令和６年７月16日（火）、福島県立医科大学

附属学術情報センター展示館が、リニューアル

オープンしました。

　展示館は、本学の研究・教育を通じて収集・

蓄積された標本類、考古資料などの貴重な学術

資料を広く公開します。

　今回新たに本学の歴史、概要、震災時の対

応、教育・研究・診療に関する最新情報を展示

することで、来館者が本学の取り組みに触れら

れる展示館を目指します。

　さらに、地域の歴史や文化・芸術に関する展

示や、学内外の様々な機関と連携した企画展

を通じて、教育・研究および地域社会への貢献

に努めてまいります。
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医療介入を必要とするおそれのある被ばく・汚染を伴う事案発生時の 
東京電力ホールディングス株式会社との連携協力に関する協定締結

T O P I C

廃炉作業全体の
安全な推進に
寄与へ

廃炉作業に従事される方を健康面か
ら支え、我が国の復興・発展に被ばく
医療面から寄与すべく、円滑な連携
を目指し協定締結へ

　令和６年７月４日（木）、公立大学法人福島県

立医科大学と東京電力ホールディングス株式

会社(以下、東京電力HD)は、福島県地域防災

計画原子力災害対策編及び福島県原子力災

害医療行動計画を実効性のあるものにするた

めに、「福島第一原子力発電所の構内において

医療介入を必要とするおそれのある放射線業

務従事者の被ばく・汚染事象が発生した場合の

連携協力」に関して協定書を締結しました。

　本医療連携協定を締結することにより、両者

が連携協力を要する状況において、必要な傷

病者情報の収集、傷病者の搬送と受け入れな

どが、より適切・円滑に行えるようになります。

　このことにより、廃炉作業全体の安全な推進

はもちろんのこと、我が国の復興・発展に被ばく

医療面から寄与することとなります。　

　協定式では、東京電力HD小早川智明代表

執行役社長から「医療介入を必要とするおそ

れのある被ばく・汚染事案に対して、これまで

以上に円滑な連携対応が実施できるように

なる」と挨拶がありました。

　

　

　竹之下誠一理事長兼学長は「廃炉作業に

従事される方を健康面から支え、ひいては廃炉

作業全体の安全な推進に寄与することになり、

他の地域の原子力事業所と原子力災害医療

に携わる医療機関にとっても先行モデルとな

る」と協定締結の意義を述べました。

詳細はこちらから
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FMU SPECIAL TOPICS光が丘鍼灸院開院しました！
西洋医学と鍼灸医学の良い部分を合わせる

ことにより統合医療としての新しいパラダイム

を創造する。既にある漢方内科と鍼灸との

連携による漢方両輪の実現により、患者さんの

メリットとなり得る診療を目指す」と決意を述

べました。

　令和６年８月１日（木）、福島県立医科大学会

津医療センター附属研究所漢方医学研究室鍼

灸部は、本学敷地内に光が丘鍼灸院（通称）を

開院しました。

　開院に先立ち、７月20日（土）に、光が丘鍼

灸院にて内覧会を開催し学内外約50名が参

加しました。

　冒頭の挨拶で、竹之下誠一理事長兼学長が

「附属病院・近隣地域の患者さんの医療に対

する安心感やQOL向上に貢献したい」と述べ

ました。

　さらに、大田雅嗣会津医療センター長から

「新たな鍼灸院の開設を機会に、今後もEBM

に基づいた治療の展開を期待している」と、横

山斉会津医療センター病院長が「県立医科大

学のキャンパス内に鍼灸院を開設し、附属病

院の高度専門医療をバックアップすることで、

より一層医大病院の医療の質が高まることを

期待している」と話しました。

　また、会津医療センター附属研究所漢方医

学研究室鈴木雅雄教授の講演では、「附属病

院で高度な医療が展開されている中で、現代

気について学んだことや福島で原子力災害と

復興の過程を学んだことを挙げ、とても貴重な

経験になったと話しました。

　令和６年７月11日（木）に本学災害医学・医

療産業棟７階第２会議室にて、「医学部留学生

交流発表会」を開催しました。

　本交流会は、プログラムに参加した学生がそ

れぞれの学びを発表するとともに、海外からの

留学生と本学学生の交流を目的に開催されて

おります。

　本年度は総勢41名の学生と教職員の参加

者があり、当日の進行、発表及び質疑応答は全

て英語で行いました。

　マウントサイナイ医科大学に留学した医学

部４年生の栁澤知弥さんは、診療の様子を

見学し、実際に患者さんと話す機会もあったこ

となどを発表したほか、退院を求める入院患者

と医療者との間で裁判が行われることもあ

ると紹介しました。

　また、国立台湾大学より本学に留学中の

Liu,Po-Hanさんは、複数の診療科で様々な病

医学部留学生交流発表会開催International Exchange NEWS

　令和６年７月24日（木）に本学において、看護

学部ふくしま看護モデル検討部会主催の研修

会を開催しました。

　今回は、本学部小児・精神看護学部門の助

教から精神科訪問看護ステーション「リンク」を

立ち上げた吾妻陽子様をお招きして、事業所

立ち上げまでの様々な苦労や今日までの着実

な歩みについてお話をいただきました。

　参加者からは、病状の観察、服薬管理、生活

習慣の改善支援、家族への支援など様々な

視点から意見が出され、地域住民のニーズに

応えきれていない「隙間」を埋めて確実に患者

さんに寄り添うことができるのかについて活発

な議論が行われました。

　令和６年７月31日（水）に本学にて「令和５

年度医学部優秀教員表彰式及び受賞者講演」

を実施しました。

　本表彰は、本学教員の意欲向上と大学教育

の活性化を目的に毎年実施しているものです。

　令和５年度は、講義部門において基礎病理

学講座杉本幸太郎講師（対象講義：病理学総

論Ⅱ）が、実習部門において循環器内科学講座 

金城貴士講師（対象実習：循環器内科BSL）が

受賞しました。　

　竹之下誠一理事長兼学長から受賞者へ「今

後も引き続き医学教育へ弛まぬ熱意を注ぎ、

福島の地に根ざす大学としてそれらの成果を

あまねく地域に還元し福島の未来の創造と発

展、県民の健康を支えるべく活躍して欲しい」

と期待を述べました。
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